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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／次世代燃料電池・水電解の要素技術開発
アニオン膜型水電解セルの高性能化・高耐久化とスタック技術の開発

(国) 山梨大学 宮武 健治
連絡先：055-220-8618

１．事業の目的と概要 ２．事業の目標

３．2025年度の主な成果

４．今後の取り組み、実用化の見通し

①低コストPFAS対応アニオン膜・イオノマーの開発と量産技術 ②非/低貴金属触媒の開発と量産技術 ③アニオン膜型水電解セルの高性能化・高耐久化

④アニオン膜型水電解セル・スタック技術の開発
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ラボ触媒 量産触媒 改良触媒

・改良触媒のIV特性は、従来触媒(ラボ触媒・量産触媒)と比べ特性低下なし
・EISよりラボ触媒より活性が高い傾向、BET・XRDより一次粒子が小さく、二次粒子が大か。
⇒二次粒子のみを小さく制御する触媒焼成条件にすることが重要

※カソード無給水条件

量産・改良触媒はラボ
触媒よりRct▲15% 量産・改良触媒はラボ

触媒と比較し活性高

BET比表面積

ターフェルslope
EIS評価（条件 ： 0.2A/cm2）

量産触媒の比表面
積1.4倍
XRDではピーク
シャープ化≒結晶子
径大

⇒1次粒径は小さく
2次粒径が大きく
なっている

I-V曲線

セル温度：80℃
電解液：1M KOH
通流：アノード通流

セル温度：80℃
電解液：1M KOH
通流：アノード通流

本プロジェクトは5年間でアニオン膜型水電解セルの要素研究と実用
化技術の確立、スタック技術の開発を目指すものであり、その目標を達
成するためのアニオン膜の開発、非・低貴金属系電極触媒の開発、ス
ケールアップ、単セル評価、スタック技術に関する研究開発を行う。主た
る研究機関である山梨大学は国立大学法人であるため直接的に事業
化を行うことは無いが、共同提案先の企業（タカハタプレシジョン株式
会社：アニオン膜・イオノマー、日本化学産業株式会社：非・低貴金
属系電極触媒、膜電極接合体・水電解セル、富士電機株式会社：
スタック）による実施を見込んでいる。各材料（アニオン膜、イオノマー、
電極触媒）、MEAの構造、組成、製造方法、単セルやスタックの構造
や配置などに関する知財を創出する。

水電解膜電極接合体を販売する多数の企業から関心表明書を提
出いただいており、これらの企業を通した実用化・事業化も視野に入れ
ている。システム企業とはスタック評価とシステム設計に関して定期的に
情報交換を行っている。山梨大学は、必要な施策やフォローをプロジェク
ト期間中およびプロジェクト終了後においても行う。


